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要約
日本の既成市街地には、パス経営が成立するだけの人口集積がありながら、道路条件が
悪いためにパス交通が不便な地域が多数存在する。本論は、このような地域に乗合タクシー
を運行する際に、どのような運行条件であれば地域住民は乗合タクシーを利用するかを検
討するためのものである。
第一に全国で運行されている乗合タクシーのマクロ的状況を整理した。第二に、深夜運
行されている既存乗合タクシー(吉祥寺コース)の満足度をみた。その結果、半数強の人
が満足しており、利用者と非利用者では、運行頻度の満足度に大きな隔たりがあることが
わかった。第三に、都市部で乗合タクシーを深夜以外の時間帯に運行する際の様々な運行
条件による利用意向を検討した。
1.はじめに
(1)研究の背景と目的
日本の既成市街地には、パス経営が成立するだ
けの人口集積がありながら、道路条件が悪いため
にパスが運行されておらず、パス交通が不便な地
域が多数存在する。本論は、このような地域に乗
合タクシーを運行し、モピリティ向上を図る際に
必要な基礎的情報、すなわちどのような運行条件
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であれば地域住民は乗合タクシーを利用するかを
検討することを目的とした。具体的には、①全国
で運行されている乗合タクシーの現状を把握し、
次にアンケート調査により②深夜に運行されてい
る既存コース(吉祥寺コース)の満足度の評価、
③深夜以外の時間帯に運行すると仮定した場合の
利用可能性の検討を行う。
(2)アンケー卜調査概要
アンケート調査は、東京都三鷹市井の頭地域
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行されており、乗合タクシーという交通手段の存
在を知っている住民が多いと思われるためであ
る。
アンケートは、郵便受けへの配布、郵送による
回収を行った。配布数は40∞部であり、有効回答
数は515部(有効回答率13%)であった。アンケート
回答者の性別は男44%、女56%であった。年齢は
10歳代が18人 (4%)、80歳以上が15人 (3%)で
あり、 20"-'70歳代は、 70"-'100人(13"-'20%)ずつ
であった。職業別では有職者が247人 (48%)、専
業主婦が104人 (20%)、無職が83人(16%)、学生
が48人 (9%)であった。
2.全国の乗合タクシーの特徴
図1 アンケー卜対象地域及び乗合タクシーコース
ここでは、主に文献調査を行うことにより、全
国で運行されている乗合タクシーの特徴を把握す
る。なお、本研究は、平成8年7月l日現在の資
料を最新のものとして行ったものであるため、こ
れ以降に新設された乗合タクシーは調査対象と
なっていない。
(図 1)で実施した。その理由は、①道路整備が
十分でなく、人口密度の高い市街地でありながら
パス交通が不便である、②既に乗合タクシーが運
表1 全国で運行されている乗合タクシーの特徴剖
団地型 過疎地型 都市型
コース数 58 56 19 
運行開始日 昭和48年1月2日 昭和61年10月l日 平成J[j年10月5日
定時・定路線運行が主
運行形態 鉄道駅と団地の2点間往 一部ルートでデマンド 乗車は専用乗場から、復 ル」ト、フリー 乗降、曜日 降車はフリー降車
による増減便などをとる
運行地域 大都市近郊 地方部 都市部
運行時間帯 深夜や早朝 終日運行 深夜
厚均運行距離 片道4.3km 往復またはl周辺.8km l周17.3km
平均運賃 約70円 注2) 約750円
人口の集中する都市部
で運行し、深夜、特に
終バスが出た後で、交通 以前運行されていたパ 終バスや終電後タク
導入の目的 手段がない大都市近郊団 ス路線の廃止に伴うも シー需要が増加する時
地住民のために実施3) のがほとんど 間帯を中心に鉄道駅を
出発点として一定のエ
リア内を運行2)
注1)この表は参考文献1)をもとに作成した(平成8年7月1日現在)
注2)1コース均一料金でないため、算出不可
その他
5 
平成5年12月28日
空港、観光地
終日運行
空港型:片道15.7km
観光型:片道17.9km
空港型: 1700円
観光型:約2400円
空港型:空港と最寄り
の鉄道駅を結ぶ
観光型:観光地で運行
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(1)運行コース数推移
日本における乗合タクシーは、昭和48年に団地
型として運行されたものが初めであり、平成8年
7月l日現在、全国で138コース運行されている九
また、その運行は、団地型、過疎地型、都市型、
その他(空港型、観光型)の4つのタイプに分け
られる。図2は運行コース数の推移である。コー
ス数は昭和63年までは団地型が、それ以降は運行
タイプが増え、主に過疎地型が増加しているため、
全体のコース数も多くなっている。
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図2 乗合タクシーコース数の推移2)
(2)全国で運行されている乗合タクシーの特徴
表Iは、各運行タイプの特徴をまとめたもので
ある。その運行形式は、空港や観光地で運行され
るその他の形式を除くと、深夜の運行を主とした
都市部での運行と、廃止されたパス路線の代わり
である地方での運行の2つに分けられる。都市部
では、団地型と都市型が運行されているが、その
大きな違いは運行形態にあり、団地型は起終点、聞
の2点間往復であるのに対し、都市型は専用乗場
より乗車し、降車はフリー降車の形式をとってい
る。
また、都市部での運行は、団地型、都市型とも
に深夜や早朝を対象としたものであり、都市部で
昼間を中心とした深夜以外の時間帯に乗合タク
シーを運行している事例は存在しない。
3.既存乗合タクシーの住民満足度
ここでは、対象地域を運行している都市型乗合
表2 吉祥寺コース運行条件
ルー ト 吉祥寺駅北口~三鷹台団地~牟礼団地~新川団地~下連雀1丁目
運行距離 l周11.Okm 
運行開始日 平成2年10月16日
運行タイプ 都市型
運行時間帯 士・日曜日及び祝日を除く毎日午後10時~午前I時20分
料金 700円均一
運行頻度 概ね叩分間隔
旅客定員 9人
タクシー(吉祥寺コース)の満足度の評価を行う。
吉祥寺コースの運行条件は表2の通りである。運
行コースは図 lに示してある。
アンケート回答者中で、対象乗合タクシーコ」
スを認知している人の割合(以後認知率と定義)
は23%であり、あまり知られていない。また認知
している年代は20....60歳代が中心であった。職業
別で見ると、学生、無職の認知率が低く、有職、
パート、主婦の認知率が高かった。男女による認
知率の差は認められなかった。利用経験のある人
は22人であり、そのうちの73%が有職であった。
図3は、認知者(非利用者も含む)による対象
コースの評価である。これより、一般公共交通の
サービスの基本要素と考えられる運行頻度、運賃、
運行時間帯の各項目の評価は、全体では満足、不
満がほぼ半数であり、運行コースは満足度が高い。
アンケートで独立した項目である総合評価も満足
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図3 吉祥寺コースの住民満足度(認知者による)
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度が高い。利用者、非利用者別でみると、そのほ
とんどの項目で評価に大きな差はないが、運行間
隔は評価が著しく異なり、非利用者は運行間隔に
抵抗感があるために利用しないものと思われる。
4.深夜以外に運行する乗合タクシーの利
用可能性
2章で示したように、現在のところ都市部では
乗合タクシーの非深夜運行は行われていない。こ
こでは、地域住民の利用意向により、様々な運行
条件の場合の利用可能性の検討を行う。なお、利
用意向とは、アンケート中の対象となる設問に答
えた全人数のうち、「利用する」と答えた人の割合
と定義する。
(1)具体的な想定コースによる利用意向
本節では具体的な想定コースを設定し、その利
用意向をみた。想定コースは、対象地域の鉄道、
パスや道路の整備状況を考慮して、図lに示すよ
うに設定した。想定コースの条件は、運行間隔5
分、車両乗降フリー、運賃300円均一、運行時間帯
6 --2時(通勤・通学を含む深夜以外の時間帯を
想定)である。
図4より、この想定コースの利用意向は約6割
である。また、行きもしくは帰りのみの利用意向
者が約17%おり、その年齢層は約8割が20--50歳
代である。
次に運行時間帯を8--18時(買物などの昼間中
心)とし、それ以外の条件は、前項と同じ場合の
利用意向をみた。図6より、運行時間帯を8--18 
時に限定した場合、利用意向の割合が約半分とな
ることがわかる。図7は、運行時間帯が短縮され
ることにより利用をとりやめる人を職業別にみ
て、その職業全体の人数に占める割合を示したも
のである。この図より、運行時間帯を短縮すると、
有職の人は利用をとりやめる割合が高く、ノ号一ト、
主婦、無職など昼間の利用が想定される人のとり
やめる割合は低い。
図8は、想定コースから居住地までの距離によ
る利用意向をみたものである。想定コースからの
距離が10m--350mの居住者は、 350m以上離れた居
住者とほぼ同様の利用意向を示し、想定コースか
ら100m以内の居住者に比べ、 I割程度利用意向が
低い。
以上より、あるコースを想定した場合の結果で
はあるが、運行時間帯を8--18時とすると 6--2 
時の時に比べて利用意向が半減すること、コース
からの距離が100mを越えると、それ以内に居住す
る人に比べて利用意向が約l割減少することがわ
かった。
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図4 想定コースの利用意向
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図5 想定コース利用意向者の年齢構成
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図6 運行時間帯による利用意向
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図7 運行時間帯短縮により利用をとりやめる割合
(職業別)
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図8 想定コースからの距離による利用意向
(2)運行頻度・運賃水準を変化させた場合の利
用意向
ここでは、運行時間帯は6-..2時と想定し、「自
宅付近と鉄道駅の聞を運行する乗合タクシー」が
あると仮定した場合に、どのような項目が利用意
向に影響を及ぼしているのかを、数量化I類分析
を行うことにより明らかにする。表3はその結果
である。これより乗合タクシーの利用意向は、年
齢、性別などの個人属性よりも運行間隔、運賃と
いう 2つのサービス水準から大きな影響を受けて
いることカfわかる。
図9は、運行間隔・運賃水準を変化させた場合
の利用意向との関係を示したものである。運行間
隔は、5分間隔以内では利用意向の減少にほとん
ど変化はない。その後は20分間隔まではほぼ一定
の割合で利用意向が減少し、 20分間隔の時は5分
間隔の時に比べ、利用意向は約半分となる。また、
それ以上長い運行間隔では、利用意向はあまり変
化しない。
運賃は、 100円と設定した場合に比べると200円
では約I割、350円では5割以上利用意向が減少す
る。減少幅は200円-..350円の聞が最も大きい。ま
た350円以上では運行間隔が5分以内でも利用意向
は50%を越えない。
以上より、利用意向50%をひとつの区切りとす
るならば、運行間隔15分以内、運賃は200円以内
のサービス水準を提供することが必要であること
がわかる。
表3 数量化1類分析結果
説明変数
(相関比:0.629) 
運行間隔
運賃
性別
年齢
職業
最寄り駅までの距離
利用意向
90弛
80覧
70首
60目
50弘
40% 
30% 
20叫
10唱
。首。 10 
レンジ 偏相関係数
0.858 0.273 
2.339 0.594 
0.098 0.038 
0.471 0.113 
0.131 0.043 
0.471 0.124 
外的基準:利用意向の有無
20 30運行間隔(分)
-+ー運賃100円 ー畳一運賃200円 一合一運賃350円
→←運賃500円 一様ー運賃700円 ー+ー運賃1000円
図9 運賃水準別にみた運行間隔と利用意向
5.まとめと今後の課題
(1)まとめ
①全国で運行されている乗合タクシーのマクロ的
状況を把握し、4つの運行タイプ、それぞれの特
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徴、運行された経緯を整理した。都市部で深夜
以外の時間帯に乗合タクシーを運行している事
例がないことがわかった。ただし、本論執筆中
(平成10年2月現在)に東京でI、2例の運行
が開始された。
②深夜運行されている既存乗合タクシー(吉祥寺
コース)の満足度をみた結果、半数強の人が満
足していることがわかった。また、利用者と非
利用者では、運行頻度の満足度に大きな隔たり
があるo
③都市部で乗合タクシーを深夜以外の時間帯に運
行する際の、様々な運行条件による利用意向を
検討し、次のような知見を得た。
. 6 "'22時の運行時間帯を8'"18時に短縮する
と、利用意向は半減する。
-居住地から路線までの距離が100mを越えると利
用意向は約l割減少する。
-運行間隔は5分間隔から20分間隔の聞でほぼ一
定に減少し、 20分間隔では5分間隔の約半分の
利用意向となる。
-運賃は、 100円と設定した場合に比べると200円
では約l割、 350円では5割以上利用意向が減
少する。また350円以上では運行間隔が5分以
内でも利用意向は50%を越えない。
以上の結論は三鷹地域の調査結果からの知見で
あり、他域への適用には吟味が必要である。
(2)今後の課題
①今回は、サービス供給側の運行費用が考慮され
ていない。今後は、この点も考慮に入れ、事業
としての実現可能性について検討すること。
②今回は乗合タクシーの導入を前提として、調査
を行った。今後は、いわゆる「コミュニティパ
スJや一般ノ苛スを含めた公共交通の中で、どの
ような地域にはどの交通手段が適切であるかを
検討することも必要である。
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In this paper， we reviewed the macro situation of omni-taxi operated in Japan. And， 
grasped the residents' opinions on omni・taxioperated in midnight (Kichij句i1ine) by 
questionnaire， we finally investigated the intentions for the use of omni-taxi under the 
assumption to be operated in daytime in urban area. As a result， itis clarified the needed 
degree of service level (ex. frequency， fee) of omni-taxi. 
